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銭稲孫訳『万葉集』の特徴について（１）
























































































































































































































































































































































































































































































春過而 夏来良之 白妙能 衣乾有 天之香来山
【２８】の一
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（漢訳）
春はすでに過ぎたよ、夏はまた来る；
白い麻衣を曝している、香山の隅で。
【２８】の一
春がすでに過ぎ、夏が降りてくることが見える；
天香山の上に、白い衣装が干している。
四月一日更衣、夏に入ってから衣は白なり。
持統天皇八年（六九四）十二月から元明天皇和銅三年（七一〇）の間の十六、
七年、皇后は藤原宮にいる。故にここは持統、文武、元明三代を含む。
これは持統の御製であり、厳格に言えば、藤原宮時代ではなく、清原宮時代
の作である。
金訳
春はすでに過ぎた
夏は来ている
緑の香具山の下に
白い衣裳を干している
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まず、銭訳の批判の元である「徂」、「紵」、「陬」の文字について考えたい。
「春すぎて夏きたるらし」の上の句の部分、「徂」は「来」と対になっている。
「去」や「行」などの選択のあるなかであえて「徂」の文字を使ったのは「亡く
なる」意を込めているからではないだろうか。つまり春が亡くなってしまった
という思いである。松本尚美氏は、この和歌を惜春の情を詠んだと解釈した（注８）。
おそらく銭氏もそのように解釈したのであろう。それは銭氏が古代だけでなく
王朝和歌にも詳しく、和歌の用例では「夏の到来」を歓迎する歌はなく、『万葉
集』においても同様であることを承知していたからであろう。この歌は一般的
に初夏の爽やかな風景を詠んだ和歌として知られており、金訳もそれを意識し
て「 」と「白衣裳」を対比させた訳になっている。しかし銭氏は、この歌
を緑と白のコントラストを讃えたものと解釈しなかったのであろう。『万葉集注
釈』には、「まだ春だ春だと思ってゐるうちにその春が過ぎて夏が到来した、そ
のその春と夏の行き交ふ堺に立っての作者の感慨」と捉えている（注７）。澤潟氏は
惜春とのべておられないが、この歌のポイントが季節の移り変わりへの感慨に
於いているのは、銭氏と同様である。下の句「白妙の衣したり」の部分に用い
られた「紵」と「陬」の文字も難解として批判し、「原歌ののびのびとした詠唱
は「暴白紵」の三字に縮んでいる。」と酷評されていた。しかしこの「紵」の文
字は、楮の木の樹皮の繊維で織った布栲、「紵」を意味している。『万葉集注釈』
でも「妙」は「栲」の借字と説明している。白い栲は民の衣服であり、「陬」は
「隅」であり香具山の麓にある集落の衣替えに干している貧しい紵の衣服を詠ん
だ、実景歌として解釈したと思われる。金氏の「のびのびとした歌が縮んでい
る」という表現は、銭氏がこの歌を現実の生活を詠んだという立場にたてば当
てはまらない批判である。また、金氏は、銭訳の現代詩訳に対しても「「天香山
上」と訳しており、旧詩体訳文では「陬」（隅の意味）を使っているのに、ここ
では「山上」となって、訳者は原歌に対して、どのような理解をしていたのか
よくわからない」と酷評している。この部分の前には銭氏の現代詩訳に対し「第
二句の「夏日来臨降」は、「上」と「裳」と押韻のために、「降臨」を「臨降」
に逆さまにして、また、五言を寄せ集めるために、主語「夏日」の後ろに意味
近い三つの動詞「来」「臨」「降」を使用していることは、わざとらしい漢語表
現である。」と非難している。しかしこれは銭氏がこの和歌に対して古来から論
争になっている「白妙の衣」について実景説、見立て説の両説があることを承
知しており、現代詩訳の方では「卯の花」の見立てを意識して訳したためでは
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ないかと思う。「春天」「降臨」と「天香具」はそれぞれ「神」を意識させる文
字である。「春の佐保姫」「秋の龍田姫」と同じく夏は「筒姫」という井戸の水
を連想させる季節を司る姫が古来から知られているが、「着」も白い衣を身にま
とう姫神のような連想が働く文字である。この和歌は、「春過ぎて夏来にけらし
白妙の衣干すてふ天の香具山」となって『新古今集』『百人一首』にも採られた
ことからわかるように平安末から再評価された歌だった（注８）。上条彰次氏は「卯
の花の布、衣への見立ては王朝期から中世へかけての普遍的類型表現であった」
とし「白妙の衣干すてふ夏のきて垣根もたわに咲ける卯の花」（拾遺愚草・中）
「ぬれ衣干すかと見れば白妙の卯花さけるあまの袖かき」（千五百番歌合・顕昭）
などを紹介している（注９）。持統天皇の思いはそれとして、「春すぎて」歌が卯の花
の見立てと受容された歴史があるのは事実である。つまり、銭訳は古来から両
説あるこの和歌の解釈を踏まえ、旧詩体訳では「紵」で粗末な衣、「陬」で庶民
の生活の場を意識させる素朴な実景として訳し、現代詩訳体では、王朝期以降、
神話・伝説的イメージを踏まえた見立ての歌として訳したと思う。つまりこの
和歌の受容史を踏まえた両訳とも読み取れるのであり、決して混乱しているわ
けではない。むしろ銭氏の『万葉集』研究者としての造詣の深さがわかる名訳
であろう。銭氏の訳からは一首、一首に対し、それぞれの研究史も踏まえ、少
しでも和歌本体に近づこうとする真摯な姿勢が伝わってくる。次稿以降、銭訳
の原歌にさまざまな角度から迫っていく訳に込めた思いを読み解いていきたい。
注１ 鄒双双氏「中国における『万葉集』の伝播とその翻訳状況について」『日
本文化学報』第４８輯２０１１年）
注２ 呉衛峰『東北公益文科大学総合研究論集』（１６）２００９年６月）
注３ 金偉・呉彦共著「中国語訳『万葉集』について」（富山大学芸術文化学部
紀要・６・２０１２年１０月）
注４ 松岡香氏「「万葉集」の中国訳について（その１）－銭稲孫訳を考えるー」
北陸学院短期大学紀要 第２１号１９８９）
注５ 注３の金偉・呉彦氏の論文に注４松岡香氏注２呉衛峰氏注１鄒双双氏の
論文を紹介している。
注６ 注４ 松岡香論文
注７ 澤潟久方著『万葉集注釈』
注８ 松本尚美氏（『万葉持統歌（一・二八）の主題－惜春の抒情について－』）
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注９ 上条彰次氏「百人一首古注一本持統帝「卯花」説紹介」（『百人一首研究
集成』）
本稿は２０１４年度札幌大学個人研究助成金による研究成果です。
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